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巻頭言
　会長　須藤　正起

　県視協会員の皆様こんにちは。今年度も残すところあと僅かとなり、各方面への書類提出が忙しい中、インフルエンザに罹る患者が多く、本業の方はお休みが多くなっております。寒暖の差が激しい時節、会員の皆様には、体調管理に留意していただきたいと思います。

　まず、１２月１７日に東海地区団体長会議が岐阜市で行なわれ、東海地区グランドソフトボール大会開催に当たって、予算等の見直し案が出され、来年度の当番県である静岡から、若干の経費削減が行われます。各県とも厳しい財政で、助成金の申請や事業費の確保を行っております。他県からは、予算を抑える事が出来なければ、開催自体が難しいとの声もあり、東海５団体全てで開催できるように、話し合われました。担当者には、その旨お伝え致しましたが、関係者への周知とご協力をお願い致します。

　本年度も、県知事、副知事、健康福祉部長への年頭の挨拶に行って参りました。短い対話の中で、今年度こそ当協会（視覚障害者他団体を含む）との直接対話の場を設けることについて、承諾いただきました。現知事が就任されて、毎年お願いしてきた事ですので、是非とも実現し、我々の現状を伝えたいと思います。

　２月４日に第２回指導者研修会を行いました。今回は静岡県地震防災センターの見学、体験、講話を通じて、東南海地震に備えるために学習致しました。個別、または支部単位での見学は既に行われておりますが、時と共に災害に対して鈍感にならないように、常に意識していく事が大切だと思います。来年度は、センター全体のリニューアルが予定されており、体験設備等が新しく設置されるようなので、今後も各地区の災害対策の一環として、事業を組んでいただけたらと思います。同日、午後から青年女性部定例総会が行われました。

　２月１１日、１８日の２日間で同行援護従業者養成研修の応用課程（指定）が行われ、２９名の受講者に修了証をお渡し致しました。中には今年度、一般課程を当協会で修了された方も数人、受講されており、今後は管理者として活躍される方もおられると思います。当協会は、歩行訓練士３名にお願いし、実技指導の徹底と即戦力の育成に努めております。今年度は、経過措置が切れるため、４月からの仕事が出来なくなる方からの問い合わせが殺到し、事務所での仕事に支障が出たため、急遽３月に一般課程（追加課程）を指定で行う事にし、一般３０名、追加５名の受講者が決定しております。申し込みは３８名程ありましたが、選定後のキャンセルが８名あり、他団体との兼ね合いかと思いましたが、佐賀県の指定業者が本県において、短縮受講で募集をかけ、（本県では４日間で行う授業を、２日間の実技のみで講義の２日分は通信で受けるというもの）ドタキャンが相次ぐ事になったようです。静岡県では、同行援護従業者には統一したサービスが提供できるように、申し合わせを行っておりますが、ゆるい規定の事業所で、通信教育の受講者が歩行訓練士以外の指導で同行援護に携わる。安全に、安心して歩けるようにガイドを頼む我々にとって、簡単に取れるからと安易な気持ちで、通信教育で資格を取得する人に身を任せたいかどうか、受ける側にも考えていただきたいと思います。佐賀県へは県を通じ、又、個人的にも問い合わせましたが違法でない限り、今後も同様の事業者が進出してくる事も懸念されます。是非、皆さんが登録されている事業所に対し、他県から参入してくる事業所での受講を控えていただけるよう、ご説明いただければと思います。当会以外にも県の委託、指定を受けた事業所が数箇所あります。当事者の立場をより理解し、安全を第一に考えて指導してくれる場で資格と技術の取得をお願いしたいと思います。

変わるＢＦ協
静岡県視覚障害バリアフリー推進協議会委員

蓮池悟志

　静岡県中部バリアフリー推進協議会は、新静岡センター（現在の『新静岡セノバ』）のバリアフリー化と取り組む中から、関係団体の横断的組織として、平成２４年春に結成されました。バリアフリー新法の趣旨に基づき、静岡県中部地域における視覚的バリアフリーの推進を目的に活動してきました。

　これまでに、交通バリアフリー法に基づく駅周辺整備事業の一貫として、JR清水、草薙両駅の周辺や、静岡ゴールデン地下街のバリアフリー化と取り組みました。平成２５年には、３月１８日の『点字ブロックの日』を広く一般社会に訴えるため、静岡市御幸町から静岡駅周辺でチラシの街頭配付のキャンペーンも行いました。また、急速に普及が進んでいる歩車分離交差点の危険性を、当局に逸早く訴え、その改善策を要望するなど、視覚障害の視点からの様々な活動を進めてまいりました。

　この間にも、高齢者、障害者等、いわゆる交通弱者の事故は増加の一途を辿っています。とりわけ、視覚障害者の駅ホームからの転落事故が後を断ちません。平成２８年８月の東京メトロ銀座線「青山一丁目駅」を始め、近鉄大阪線「河内国分駅」、JR京浜東北線「蕨駅」、最近では、高齢女性が転落死亡した阪急京都線「上新庄駅」と、相次いでいます。ホーム上の内方線付点状ブロックの設置や可動式安全策の新設などの対策が喫緊の課題となっていることはご承知のとおりです

　幸いにも死亡事故には至らなかったものの、一昨年には本県「興津駅」でも発生しました。ホームからの転落に限らず、単独外出時の接触事故は日常茶飯事といっても過言ではありません。このような現状を見るにつけ、同行援護によって視覚障害者の外出の機会が増え、社会参加がすすむ一方で、このような悲劇が繰り返されるのは、社会環境が未整備であることのなによりの証拠です。また、歩行時間延長式信号器や「交通信号機付加機能(音響信号機)」の設置に当たっても、管轄の交通規制課や市町の道路管理者など、従来の交渉対象者を、音響にたいする住民の反発から、一般市民や地元自治会へも拡大しなければならない現状があります。

　こうした状況の変化を踏まえて、これまで県下、中部圏中心だった活動の範囲を、東部西部にも拡大するとともに、協議会を構成する各団体間の連携の強化と運営の継続性を念頭に、新たな組織「静岡県視覚障害バリアフリー推進協議会（以下「ＢＦ協」と略します）」を発足することになりました。以下が構成団体です。
・（公社）静岡県視覚障害者協会

・静岡県網膜色素変性症協会（JRPS静岡）

・障害者の生活と権利を守る静岡県連絡協議会(障静協)

・静岡中途視覚障害の会（かがやきの会）

・静岡盲ろう者友の会

・静岡視覚障害者福祉推進協議会（静視協）

　協議会を構成する組織や団体の目的によって、多少の考え方の相違はあるものの、バリアフリー化は関係団体にとっての共通課題です。取り組みを通して、各団体間の協調が図られることも協議会のメリットだと思います。今後は、一昨年に実施した「まちづくりアンケート」の結果を参考に、地域の課題に取り組むと同時に、視覚障害者の命を守る社会インフラとしての視覚障害者誘導用ブロック（点字ブロック）の有要性を啓発する運動を進めることにしています。

　ご存じのように点字ブロックは、故三宅精一氏によって１９６５年に考案されました。２年後の３月１８日に、世界で初めて岡山盲学校付近の交差点に敷設されたのを記念して、２０１０年に岡山県視覚障害者協会が記念日協会に申請し『点字ブロックの日』として認められました。

　私たち視覚障害者にとっては馴染み深い点字ブロックですが、残念ながらまだまだ一般社会に充分認知されているとはいえません。日本工業企画によって企画の統一化が図られ、「バリアフリー法」によって設置が義務付けられたとはいえ、設置される場所は、中心市街地や公共施設など極一部に限られています。また、折角敷設された点字ブロックの用途や目的が理解されていないために、ブロック上に自転車や看板などの放置物が置かれていて、かえって視覚障害者の安全な歩行の妨げになっている箇所も見受けられます。

　２０２０年のオリンピックを見据えて、再びバリアフリーに焦点が当たりつつある現在、BF協は「点字ブロックの日」を周知することで、視覚障害者の安全な歩行環境の実現を目指す活動を継続して行きたいと思います。

　今年３月１８日午前には、ＪＲ静岡駅コンコースと静岡駅北口地下イベントスペースを始め、静岡視覚特別支援学校、沼津視覚特別支援学校周辺などで、点字ブロックの日をPRするキャンペーンを実施します。合わせて、同日午後には、静岡市黒金町の労政会館で、社会インフラとしての点字ブロックの普及を世界的視野で進めている、日本大学工学部の稲垣具志（イナガキトモユキ）教授の基調講演を予定しています。このキャンペーンは、昨年施行された「静岡県障害を理由とする差別の解消の推進に関する条例」の目的である「障害のある人への合理的な配慮の提供の促進」を図るための助成事業で、県視協とＢＦ協の共催で開催するものです。また、合理的配慮理解啓発のための事業として、静岡県は、県内外で発生している駅ホームからの転落事故等を受け、事故を未然に防止するため、路上や駅ホーム等で障害者に対する声かけを行う際のコツやタイミングを習得したサポーターを養成する「声かけサポーター養成講習会」を計画しています。２月５日から配付が開始されたヘルプマーク（注参照）が互いに影響し合って全県的な運動に発展することを期待しています。

　「合理的配慮」が差別のキーワードとなった今、２度と悲劇を繰り返さないために、また「視覚障害者の一人歩きは危険」という偏見を助長しないためにも、視覚障害者自身が安全歩行の技術を高めなければなりません。盲導犬使用者も、認定協会において、定期的にフォローアップを受けなければなりません。こうした努力と声かけサポーターの普及との相乗効果で「必要なときに必要な手助けが受けられる」社会風土が醸成されることを願っています。

　さらに重要な点は、当事者自身が県内各地でバリアフリー化と取り組む必要があるということです。バリアフリー化の成果を互いに競い合うことでまちづくりが進展します。わが町のバリアフリーを誇りを持って語られるようになったとき、視覚障害者のバリアフリーは着実に進展することでしょう。新たなBF協がその一翼を担えるなら幸いです。

◆　注　◆　ヘルプマークを知っていますか？

援助が必要な方のためのマークです。

外見からは分からなくても援助が必要な方がいます。このマークを見かけたら、電車内で席を譲る、困っているようであれば声をかける等、思いやりのある行動をお願いします。

下記ホームページよりダウンロードしたポスターを公共機関・職場・お店などで掲示していただけるようご協力をお願いしています。

ダウンロードＵＲＬ　ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ.ｐｒｅｆ．ｓｈｉｚｕｏｋａ．ｊｐ／ｋｏｕｓｅｉ／ｋｏ－３１０／ｓｈｏｕｇａｉｐｌｎ／ｐｌａｎ／ｉｎｄｅx．ｈｔｍｌ

配慮を必要としている方のための「ヘルプマーク」の普及に取り組んでいます。

義足や人工関節を使用している方、内部障害や難病の方、または、妊娠初期の方など、援助や配慮を必要としていることが外見からは分からない方がいます。そうした方々が、周囲の方に配慮を必要としていることを知らせることで、援助が得やすくなるよう、「ヘルプマーク」を作成し、普及に取り組んでいます。

電車・バスの中で席をお譲りください。

外見では健康に見えても、疲れやすかったり、つり革につかまり続けるなどの同じ姿勢を保つことが困難な方がいます。また、外見からは分からないため、優先席に座っていると不審な目で見られ、ストレスを受けることがあります。

駅や商業施設などで、声をかけるなどの配慮をお願いします。

交通機関の事故など、突発的な出来事に対して臨機応変に対応することが困難な方や、立ち上がる、歩く、階段の昇降などの動作が困難な方がいます。

災害時は、安全に避難するための支援をお願いします。

視覚障害者や聴覚障害者などの状況把握が難しい方、肢体不自由者などの自力での迅速な避難が困難な方がいます。

ヘルプマークは、お近くの市町で必要とする方に配布しています。

お問合せ
静岡県　健康福祉部　障害者政策課

ＴＥＬ ０５４‐２２１‐２３５２

ＦＡＸ ０５４‐２２１‐３２６７

Ｅ‐ｍａｉｌ ｓｈｏｕｇａｉ－ｓｅｉｓａｋｕ@ｐｒｅｆ．ｓｈｉｚｕｏｋａ．ｌｇ．ｊｐ

富士宮の名産について

富士宮支部　樅山勝弘
　こんにちは、私の住むところは、日本盲導犬センター「富士ハーネス」や白糸の滝も近く、自然に恵まれた海抜約470ｍ。今年は大寒を過ぎた頃から寒さも増し、雪も10センチ位積もり、ここ数日、朝の最低気温は氷点下の日々が続いておりとても寒いです。

　さて、富士宮の名産についての原稿の依頼がございましたので、思いつくまま書いてみたいと思います。

富士宮は富士山からの流れ出る湧き水、広大な朝霧高原など自然に恵まれたところで、その土地で生まれた産品も多く、幾つか紹介したいと思います。

　はじめに、皆さんが富士宮と言って思い浮かべるのが、焼きそばではないでしょうか。2006年に八戸市で開催された「Ｂ１グルメグランプリ」で第１回目、そして翌年、富士宮で２回目が開催され、２年連続で優勝したことで、全国的に焼きそばの町富士宮の知名度があがりました。それからは各地から焼きそばを食べにこられる観光客も多くなり、日本各地どこの焼きそばも様々な工夫がされ、美味しく手軽に食べることが出来るようになりました。

　富士宮の焼きそばは、天かすでは無く肉かすと魚系のだし粉を使い、麺作りに工夫がされると共に、絶妙な風味とモチモチした麺の食感が特徴で、美味しさを引き立てています。駅周辺や浅間大社(せんげんたいしゃ)入口には、焼きそば横丁や専門店も多く、また、昨年12月下旬に富士山遺産センターもオープンし、週末などはさらなる賑わいも予想されております。

　二つめに、朝霧高原などの広大な土地を生かしての畜産業があります。

牛肉や乳製品、特に牛乳やソフトクリームは濃厚で、手軽に食べられるお進めの一品です。また、豚の飼育にも力を入れており、乳酸酵素技術を取り入れた、ヨーグル豚(ヨーグルとん)は、トンカツや焼肉で食べても、脂が豊富で柔らかく絶品で、オメガ３系不飽和脂肪酸が豊富に含まれていることから、体にもよいとされています。朝霧ヨーグル豚を使ったハムやソーセージは人気があるようです。

　三つ目に、富士山の地下水を使ったお酒(日本酒)があります。

酒蔵のある町、富士宮には四つの蔵元があり、それぞれの個性を生かし、味も微妙に異なり、高価なものはトローリとした食感のものから、安価なものはそれなりに味を楽しむことができます。２月から３月に蔵開きがあり、多くの市民や観光客が、味比べをしようと毎年賑わいを見せています。

　四つ目に、鱒「にじます」が有ります。

富士山からの湧き水も豊富で水温も一定なことから、養鱒業も盛んに行われており、見るも、釣るも、食べるもよし。甘露煮や最近ではマスバーガーも有るようです。ヘルシーでクセの無い淡白な味は格別のようです。

この他にも、食に恵まれた富士宮には、沢山の産品が有りますが、今回はこれでおしまいとさせていただきます。

尚、原稿の作成に当たり、富士宮食・まちぐるめガイドを参考にさせていただきました。

富士宮にお越しの際は、工夫された富士山遺産センターの見学と共に、是非、産品を食されてみてはいかがでしょうか。

変わりゆく御前崎

榛南支部 松下伴光

初めて投稿させていただきます。

　私は、「中視連榛南支部」 の松下伴光と申します。

私の住まいは静岡県の最南端である御前崎市にあります。近くには浜岡原子力発電所があって何本かの煙突が見えます。現在は稼動していませんがそれなりの発電所として管理されていて、 毎日多くの人たちが働いています。

　御前崎市は旧浜岡町と旧御前町が合併して、人口３万３千人あまりの市となっています。

　昨年は、NHK大河ドラマ「おんな城主　直虎」での新野佐馬助（にいのさまのすけ）の出身地として有名になりました。新野は新野地区として現在でも地名として残っています。また以前、TBSテレビの時代劇ドラマでの「大岡越前」に越前役を演じた加藤剛（かとうごう）さんは御前崎出身で地元の誇りです。

　そして、リオデジャネイロオリンピックと世界陸上の４００Mリレーの銀メダリストの 飯塚翔太（いいづかしょうた）さんも活躍しています。

 この頃の御前崎市は、遠州灘の荒波と強い風を使ってのサーフィンが有名です。関東関西や北陸、東北地方からサーフィンをやりにきて地元に住み着いた若者も多くいます。

　サーフィンといっても何種類かの競技があり、サーフボードも競技によって違うようです。 サーフィンをやりながらサーフボードを作ったり修理などしているサーフィンのプロもいます。

　サーフィンは夏冬関係なくそれなりの波の状態を見ながら海に入っています。寒いこの頃でも海に入っている人たちを多く見かけます。聞いたところ、サーフスーツを着ていると顔以外は海水にあたらず、冷たくはなく暑いくらいだそうです。

　２０２０年の東京オリンピックにも、サーフィンのショートボードという競技があり、近所にも最近ウインドサーフィンで世界チャンピオンになった若者もいます。サーフィンをやりたくて住み着いた人もいますが御前崎市の人口も年々少なくなってきています。

　御前崎港は今でもカツオやしらすなどが捕れていますが、現在は車を輸出する国際港になりました。以前は、映画「燈台守」の撮影に使われた御前崎灯台、浜辺もきれいな長い砂浜がありましたが、年々侵食が進んで、今ではその砂丘も少なくなり海岸の風景も変わりました。

　私が生まれ育った頃が懐かしく思われるこのごろです。

我が町掛川市

掛川支部長　藤原良雄

　掛川市は、２００５年に大東及び大須賀と合併し、東西３５キロ南北３０キロ、県下でも６番目の面積の市に生まれ変わりました。地形上、掛川市には昔からいくつかの弱点がありました。

　その一つは、水不足に悩まされてきたことです。市内には原野谷川と言う河川しかありませんでしたので、僕の小さい時はよく断水がありました。そのために、市内のあちこちには溜池が沢山あります。戦国時代、武田と徳川の合戦の時には水止めをやったとかと言う話を聞いたことがあります。現在、大井川水系から水を引けるようになりましたので、断水はなくなりました。その代り、他所の地域より水道代が高いそうです。

　もう一つは、電波の具合が大変悪いことです。東は粟ヶ岳、西は小笠山、北は赤石岳と３方向が山に囲まれているからです。

　掛川の木は金木犀、花は桔梗、鳥は鶯です。したがって、家を新築すると金木犀の苗を市がプレゼントしてくれます。

　そんな掛川市の特産物はなんと言ってもお茶です。特に、日坂や山東のお茶は優秀で、県の品評会で何度も賞をいただいています。新茶のシーズンともなりますと各お茶屋さんからの深蒸し新茶の香りが町中に漂います。しかしながら、お茶屋さんはいろいろなお茶を試飲しますので気を付けないと胃を悪くするそうです。我が家では茎茶しか飲んでいませんのでまずそう言うことはありませんし、この少しほろ苦くて渋いお茶が最高に美味しいです。春は新茶の香りに始まり、秋には金木犀と言うことで風薫る町とも言えます。

　そのほかの産物としては、いちご・金柑・西瓜・人参・レタス・砂糖キビ・おはたき餅等が上げられます。最近では掛川牛も有名になってきました。また横須賀地区は、「小京都」とも言われ日本酒を始め、麹・味噌・醤油なども有名で、京都の店から注文もあるようです。

　掛川の美味しい食べ物を幾つかご紹介しますと、和菓子では大竹屋のみたらし団子、餅菓子ではもち金の赤飯、洋菓子ではマッターホーンのケーキが有名です。この洋菓子店の店主は、浜松の丸田屋で修行された方ですので、味は折り紙付きですし値段も手ごろです。また、掛川城の大手門の所には５０年近くも営業している、すいのやと言う駄菓子屋があります。ここの売りは、なんと言っても「おでん」です。

　どこの街でも昼間は閑散とした商店街ですが、掛川市は夕方になりますと、どこからともなく人が集まってきます。そうです、掛川市は人口の割に飲み屋さんが多いそうです。その中の何軒かをご紹介しますと、１軒目はろばた焼きの憩い。ここは、メニューが豊富で運が良ければ大アサリが入荷している時もあります。最近では、烏賊・鮭・秋刀魚・貝類などが不作で、価格が高騰しているのが大変残念です。２軒目は焼き鳥の連凧。ここはお店がいつも満席です。味はもちろんのこと、低価格に抑えられているのも人気の理由だと思います。

　そんな自然豊かな街、人に優しくて親切な街、掛川が僕は大好きです。
事務局からのお知らせ

1.寄付者のご紹介
　２月２０日現在で、ご寄付をいただいている方をご紹介いたします。

志賀 功様、木俣 守様、匿名、以上３名です。過分なるご寄付をいただき、誠に有難うございます。

２．募金活動について
　今年度の募金活動にて、集まった金額をお知らせ致します。コミュニティ静岡２１において、東部地区２４,４５４円。中部地区、１０,７２５円。西部地区、３３,５７６円。合計６８,７５５円です。ご協力くださった皆様に感謝申し上げます。

　尚、集まった額面より、ピアライフしずおかのグループホーム開設資金へ２０,０００円。日盲連あんま師等法１９条訴訟問題解決活動資金へ２０,０００円。其々、協力金を贈りました。

３．事業への参加について
　県視協主催の事業すべてにおいて、会員のどなたでも参加が可能です。支部に所属されている会員の申し込み方法は、ご案内にもありますように、各支部長へ期日までにご連絡いただく事になっております。是非、多くの方にご参加いただきますようお願い致します。又、会場の手配、資料作成の都合上、必ず申し込みをしてからご参加いただきますようお願い致します。

４．訃報のお知らせ
　去る、２月１６日に浜松支部の海野悟様がご逝去されました。謹んでご冥福をお祈り致します。

編集後記

石(いは)ばしる 垂水の上の 早蕨(さわらび)の 

萌え出づる春に なりにけるかも

　　～志貴皇子(しきのみこ) 『万葉集』 

厳しかった今年の冬を抜けて、まさにこんな歌のふさわしい季節となりました。

　３月号に原稿をお寄せいただいた皆さん、ご協力ありがとうございました。今号は、大きな大会の報告もありませんので須藤会長の巻頭言に引き続き、蓮池副会長にバリアフリー推進協の活動状況やヘルプマークにつき説明をしていただきました。

　そして、各ブロックからそれぞれの住んでおられる地域のふるさと自慢や名産のご紹介など自由に書いていただくコーナーを設けてみました。東部ブロックからは、富士宮市の樅山さん、中部ブロックからは、御前崎市の松下さん、西部ブロックは、掛川市の藤原さんの３名の方にお願いしました。昨今、静岡県からの人口流出が増えているそうです。温暖な気候の恩恵に浴し、海や山に囲まれて特産物も多く、高速道路や鉄道網にも恵まれた過ごしやすい地域だと思われますが、政治・経済・文化のすべてが集中している大都市に向かって若者を中心に人波が流れ込んでいるようです。まさに、一極集中の様相を呈しています。大災害や戦乱状態になってしまえば、致命的な状況になることが懸念されています。そんな折、今住んでいる地域の良さを再認識するのは大切なことではないでしょうか。

　今月は、卒業式や入学式、転出や転入など春の息吹と共に動きの多い月です。皆さん、冬季五輪に続くパラリンピック大会の中継でも楽しみながらどうぞ爽やかな気分でお過ごしください。

市川健悟

住所　〒431-3121　浜松市東区有玉北町１５３８

電話　053-434-4140

メールアドレス　oidashi@ka.tnc.ne.jp
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